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令和４年度　臨時理事会　議事録（抄）

日　時 令和４年５月６日（金）20:30 ～ 20:55
場　所 協会事務所・他
出席者 ＜オンライン会議＞
理　事 平野五十男（会長）
 小川　嗣人（副会長・学術局長）
 青柳　利之（副会長・事務局長・保険局長）
 小路口　憲（常任理事・広報局長・理療編集出版部長）
 丹羽つとむ（常任理事・組織局長）
 三浦　政則（財務局長）
 野山　隆司（事務局次長・情報管理部長）
 坂原　博昭（組織局次長）
（委任状）寒河江健一（広報局次長・特殊出版部長）
監　事 中川　　保・大内田 義己
公益社団法人管理部長　杉浦　幹雄
クラウドシステム管理部長　佐藤　功
欠席者 栁澤　貞男（相談役・表彰選考委員長）
 倉石　健二（相談役・表彰選考委員）

　開会に先立ち青柳副会長より、出席者数および理事会成立の確認（定款 34 条定足数）が報
告され、議案は平野会長が議長を務めること。また録音は野山、書記は小路口が担当すること
が告げられ、議案の審議が行われた。

１．議　題
議題１）令和 3年度　事業報告
　　平　野　令和 3年度事業報告について審議願いたい。

　（広報 243 号 P3 ～ 4 参照）
　　　　　　（全会一致で承認）

議題２）令和 3年度　収支決算報告及び監査報告
　　三　浦　令和 3年度の収支決算については報告書のとおりである。
　　中　川　４月 29 日協会事務所で監査を行った。結果については報告書のとおりである。

（全会一致で承認）
以上
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第 63 回　定時代議員総会　議事録（抄）

１． 日　時 令和４年５月22日（日）11:00～14:45

２． 場　所 日本教育会館（東京都）

３． 議　長 内田　弘巳　代議員（三重県支部）
 書　記 倉石　健二　相談役
  石田　一利　東京都支部
  熊谷まり子　東京都支部

４．総会成立確認　
　　青柳事務局長から、定款 18 条により代
　　議員定数 17 名、出席代議員数 15 名（委
　　任状３名含む）欠席２名で、第 63 回定
　　時代議員総会の成立を宣言。採決に際し
　　ては、菊池代議員（東北地方会）、山下
　　代議員（関東甲信越地方会）が欠席のた
　　め梅田代議員（関東甲信越地方会）に２
　　票の議決権を委任する。藤堂代議員（四
　　国地方会）が欠席のため藤原代議員（中
　　国地方会）に１票の議決権を委任する。
　　他、オブザーバー１名が出席する。

５．挨　拶　平野会長
　　　協会は会員数の減少など厳しい状況に
　　ある。事業が円滑に進むよう、活発なご
　　意見をお願いしたい。

６．議案書の修正
　　青柳事務局長
　　　　議案書6Ｐ、表彰に関する承認の5.特
　　　別感謝状に徳永英世（長崎・佐賀県支
　　　部）氏を追記する。
　　小路口理療出版部長
　　　　議案書 9Ｐ、7. 理療出版部の事業計
　　　画項目に、視覚支援学校へ音声対応
　　　CD版の寄贈を追記する。

７．議　題
　　内田議長
　　　　第１号議案、第２号議案を合わせて
　　　審議する。

　　第 1号議案　令和 3年度　事業報告

　　青柳事務局長
　　　　事業報告は広報 243 号議案書のとお
　　　りである。（広報 243 号 P3 参照）

　　第２号議案　令和３年度　収支決算報告
　　　　　　　　及び監査報告
　　中川監事
　　　　令和３年度監査は４月 29 日協会事
　　　務所に出向いて実施した。大内田監事
　　　はオンラインで出席し監査を行った。
　　　監査結果は報告書のとおりである。
　　　（監査報告書Ｐ 14 参照）
　　近畿会（吉岡）
　　　　支部、地方会における年度末の保留
　　　財産は数万円までと承知しているが、
　　　多額の保留財産を持つ支部も見られ
　　　る。どのように解釈すべきか。
　　三浦財務局長
　　　　多額の保留財産を抱えている支部に
　　　は、年度末に返金するよう指導してい
　　　る。
　　中部会（日比野）
　　　　昨年度の指導者講習会は、会員の有
　　　する資格を基盤とした職域で鍼治療を
　　　テーマに講習会を開催したが、今後も
　　　理学療法だけではなく手技療法や鍼灸
　　　治療などの資格領域に重点を置いた内
　　　容で開催し、理学療法を含めた統合リ
　　　ハビリテーションの体系化を図るべき
　　　ではないか。そのことによって会員の
　　　職域、雇用の確保並びに協会の組織拡
　　　充に繋がるものと考え提案する。
　　　　また、今回の講習内容が疾患別リハ
　　　ビリテーション料の算定要件である、
　　　「定期的に適切な研修を行う」に該当
　　　するかについては、保険局で厚生労働
　　　省へ確認しているのか。今後、鍼治療
　　　を実施するにあたり、医療事故に対す
　　　るリスク管理について研修を行うなど
　　　注意喚起が必要と考える。鍼治療を
　　　混合診療の対象として行くためにも関
　　　係医学会、関係団体と連携を進めて行
　　　く必要があると考える。協会としてど
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　　　のような対策を検討しているのか。
　　小川学術局長
　　　　今後は、鍼灸、東洋医学、混合医療等、
　　　関係する関連団体と緊密な連携を図
　　　り、具体的な話し合いを進めて行く場
　　　を構築して行きたいと考えている。
　　青柳保険局長
　　　　今回の指導者講習会では、東洋医学
　　　の鍼をテーマに開催したが、疾患別リ
　　　ハビリテーション料の算定要件であ
　　　る、「定期的に適切な研修を行う」に
　　　該当するかについては、厚生労働省へ
　　　照会はしていない。しかし、広い分野
　　　で研鑽を積むことは適切な研修に値す
　　　ると考える。
　　　　また、あはき関連団体、東洋療法研
　　　修試験財団と定期的に会議を行ってい
　　　る。実技を含めた生涯研修に今後も取
　　　り組んで行きたい。
　　近畿会（吉岡）
　　　　学会などの事業終了後に特別会計の
　　　口座を解約しないで、持ち続けて良い
　　　か。
　　三浦財務局長
　　　　学会等の口座を事業終了後に一般口
　　　座に戻して使用するなど、一つの口座
　　　で財務処理ができるようにすると良い
　　　と思う。
　　杉浦公益法人管理部長
　　　　公益財務処理は少ない口座で運用す
　　　ることは可能だが、財務クラウドで帳
　　　簿を分けて管理することが必要とな
　　　る。使用していない口座は解約するよ
　　　うにしていただきたい。
　　関東甲信越会（等々力）
　　　　長野県支部でWeb 研修会の開催を
　　　取り組むにあたって、通信環境が整わ
　　　ないことで参加できない会員がいる。
　　　コロナ禍の影響で実技研修ができない
　　　など、徒手療法を学べない状況にある。
　　　退会する会員もでている。コロナ禍の
　　　中での実技研修の開催基準を協会から
　　　示して欲しい。
　　青柳事務局長
　　　　実技研修のガイドラインについては
　　　検討していない。地域によって実情に

　　　も違いがあるので、少人数で取り組む
　　　など検討してはどうか。
　　　（第 1号議案、第 2号議案、定数 17 名、
　　　出席者 15 名、全会一致で承認）

　第３号議案　財務クラウドリニューアルの
　　　　　　　承認
　青柳事務局長
　　　現在使用している財務クラウドシステ
　　ムは、内閣府の指定に沿った財務諸表を
　　整えることを目的に開発、導入したが、
　　システムの老朽化により昨年５月システ
　　ムエラーが生じ更新作業等が一時停止し
　　財務処理に影響をきたす状況になった。
　　実務者で十数回会議を開き検討した結
　　果、財務クラウドのリニューアルを決め
　　提案することに至った。リニューアルの
　　詳細並びに承認事項については広報 243
　　号を参照願いたい。

　　（広報 243 号 P5 ～ 6 参照）
　　（広報 243 号 P14 参照）
　　（広報 243 号 P19 参照）

　三浦財務局長
　　　財務クラウドのリニューアルに係る経
　　費について説明する。公益法人財務処理
　　では、次のことが定められている。
　　１）単年度決算の中で収益を出す事は出
　　　　来ない
　　２）事業費と管理費の割合では、事業費
　　　　の方が多くなければならない
　　３）収益が出た場合は、次年度に収益分
　　　　を支出する
　　４）特別な事情がある場合は申請により、
　　　　更に 1年間収益分の支出は猶予され
　　　　る
　　　以上の定めにより、協会財務の合算収
　　益が、令和２年度に約 700 万円、令和３
　　年度に約 600 万円発生し合計で余剰金と
　　して 1,300 万円になる。公益法人会計基
　　準のルールとして余剰金は、収支相償の
　　基本原則に従って、翌年度の公益事業の
　　支出で解消することが定められている。
　　　また、税理士法人より剰余金の解消に
　　当たっては、一般的な公益事業の拡大よ
　　りも、法人の財産取得に資する特定費用
　　としての支出が望ましいとの指摘も受け



－ 4－

　　ている。
　　　よって、特定資産の取扱規定並びに令
　　和２年度及び３年度の剰余金の解消計画
　　として財務クラウドのリニューアルを提
　　案した。
　近畿会（上田）
　　　システムエラーの対応策として、クラ
　　ウド管理を新しいバージョンに移行する
　　ことで乗り越えたとあるが、さらに新し
　　く財務クラウドをリニューアルすると言
　　うことはどのようなことなのか。また
　　バージョンアップ費用はいくらかかって
　　いるのか。
　野山情報管理部長
　　　システムエラーについては、サーバー
　　のサポート期間が終了するため、昨年８
　　月にサーバーを移換し、財務クラウドシ
　　ステムのバージョンアップで応急的に運
　　用が可能となったが、業者よりシステム
　　自体のリニューアルが今後必要と言われ
　　ている。理事会等で協議を重ね、今回の
　　提案に至った。
　青柳事務局長
　　　昨年のシステムエラーでは、財務クラ
　　ウドシステムのバージョンアップで対応
　　した。費用は 60 万円かかっている。
　近畿会（上田）
　　　今回のシステムエラーについては、
　　サーバーのサポート期間が終了したこと
　　が関係しているが、システムのリニュー
　　アル後のサーバーのサポート期間はいつ
　　までなのか。
　野山情報管理部長
　　　委託業者と保守管理について契約して
　　いる。今後のサポートについては、今回
　　のリニューアルでバージョンアップに対
　　応できるサーバーに組み直している。財
　　務クラウドシステムを最新のバージョン
　　に継続してアップすることが可能になる
　　ので、今後の運用については長期のサ
　　ポートに対応できるものと考えている。
　中部会（日比野）
　　　会員数が減少し会計規模も縮小してい
　　る中で、システムへの再投資は必要なの
　　か。エクセルなどで対応することはでき
　　ないのか。協会のかかえている状況を考

　　えると、余剰金についてはエビデンス対
　　策に向けた活用の方が会員にとって有益
　　ではないか。
　三浦財務局長
　　　本部としてもその点については検討し
　　たが、会計をエクセルで処理することに
　　なると、財務担当者への負担が膨大にな
　　るのでエクセルは採用できない。そのよ
　　うなことで今回の提案になっている。
　青柳事務局長
　　　エクセルで会計処理の入力を行った場
　　合、本部では、どこの支部が会計処理の
　　間違いを起こしたかが分からなくなる。
　　そのようなことで財務処理の業務負担が
　　膨大になるのでエクセルは採用しなかっ
　　た。
　近畿会（吉岡）
　　　財務を担当していて、現在の財務クラ
　　ウドは使いやすくて感謝している。
　近畿会（田中）
　　　退会者から間違って年会費を引き落と
　　す事例が起こっているが、リニューアル
　　後は解消されるのか。
　三浦財務局長
　　　年会費の引き落としについては、JCB
　　側の名簿と協会の名簿を照らし合わせて
　　決めているので、財務クラウドのリニュー
　　アルとは関係性は無い。
　近畿会（田中）
　　　今後も名簿の照らし合わせで引き落と
　　し者が決まることになるのか。
　平野会長
　　　現在は、名簿の点検を厳重に行ってい
　　るので、引き落としの間違いは減少して
　　いる。
　関東甲信越会（引橋）
　　　会員が退会後、JCBのカードを保持す
　　ることは可能か。
　平野会長
　　　退会後も本人が JCBカードの保持を希
　　望する場合は可能だ。
　関東甲信越会（引橋）
　　　協会のカードは JCBビジネスカードに
　　なっているが、退会後の年会費の取扱い
　　はどのようになるのか。
　青柳事務局長
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　　　会員が保持している場合は、カードの
　　年会費は掛からないが、退会後は個人と
　　JCBとの関係になるので年会費について
　　は分からない。
　　（第 3号議案、定数 17 名、出席者 15 名、
　　賛成 12 名で承認）

　議長（内田）
　　　第 4号議案から第 6号議案を合わせて
　　審議します。

　第 4号議案　表彰に関する承認
　平野会長
　　　以下の表彰者を提案する。
　１）栄誉賞　栁澤　貞男（令和 3年春の叙
　　　勲　旭日双光章）
　２）学会長・準備委員長表彰
　　　第 69 回　日本理学療法学会
               学　会　長　　加藤　尚告
               準備委員長　　近藤　隆信
　３）組織拡大貢献支部表彰　該当支部無し
　４）学術奨励賞　該当者無し
　５）特別感謝状　権田　親房（愛媛県支部）
　　　　　　　　　徳永　英世（長崎・佐賀県支部）

　第５号議案　　名誉会員の承認
　平野会長
　　　名誉会員に以下の会員を提案する。
　　　元副会長　倉石　健二 
　　　元副会長　栁澤　貞男

　第６号議案　第 71 回　日本理学療法学会
                 学会長・準備委員長の承認
　青柳事務局長
　　　学会長・準備委員長を以下のとおり提
　　　案する。
　　　学　会　長　猿橋　寛弥（茨城県支部）
　　　準備委員長　神林　幸生（茨城県支部）
　　　（第4号議案から第6号議案、定数17名、
　　　出席者 15 名、全会一致で承認）

　第７号議案　第 72 回　日本理学療法学会
　開催地の決定
　青柳事務局長
　　　第 72 回　日本理学療法学会の開催地
　　は調整中である。

（第７号議案は継続審議となる。）

　第８号議案　役員改選
　　　坂田役員改選管理委員長より投票につ
　　いて説明が有り、理事及び監事の改選が
　　行われた。引き続き栁澤相談役の立会い
　　のもと厳正に開票を行い、坂田委員長よ
　　り信任の結果が報告された。
　　投票結果（投票総数15票 有効投票数15票）
　　　
　　理事選任者（五十音順）
　　青柳　 利之　小川　 嗣人　坂原　 博明
　　寒河 江健一　小路口　 憲　丹羽 つとむ
　　野山　 隆司　平野 五十男　三浦　 政則

　　監事選任者（五十音順）
　　大内田 義巳　中川　 保

　開票報告後、中川監事が仮議長となり、令
和４年度臨時理事会が開催され、定款第 22
条３項により会長選出に入り、平野現会長が
再選され、小川、青柳両副会長、丹羽、小路
口両常任理事の 4名が業務執行理事として選
任された。相談役は空席となる。
（第 8 号議案、定数 17 名、出席者 15 名、全
会一致で承認）

８．報告事項
　内田議長
　　　令和 4年度の基本姿勢及び事業計画並
　　びに令和 4年度予算について意見を受け
　　ます。
　北海道会（渡邊）
　　　北海道地方会では会員数の減少やコロ
　　ナ禍の影響などで、次の全国学会を担当
　　することについて執行委員会では難しい
　　と判断し本部へ回答したが、北海道会の
　　創立記念事業については実施する方向で
　　検討している。
　小川学術局長
　　　第 45 回指導者講習会を令和４年 10 月
　　16 日神奈川県平塚市で開催する。
　（指導者講習会開催案内 P24 参照願います）

　　　今年度の運動療法機能訓練技能講習会
　　は神奈川県支部で開催し、対面式で開講
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　　します。期間は令和４年９月より翌年２
　　月までの半年間を予定している。
　中部会（日比野）
　　　我々の第１免許であるマッサージの手
　　技療法がエビデンス以前の低評価におか
　　れている。マッサージ治療の評価を見直
　　すためには、PTの算定枠から離れるこ
　　とが必要と考える。マッサージの手技療
　　法は、私たちの職域として別枠で算定し
　　て行くことを求める取り組みをすべきで
　　はないか。
　　　また、医療マッサージのエビデンスに
　　取り組んで、他団体の協力を求め医療技
　　術申請書を提出するなど、積極的な取り
　　組みをお願いしたい。多くの会員が同様
　　の考え方を持っていると思う。
　青柳保険局長
　　　私たちも同じ考えを持っているが、要
　　望を勝ち取るための具体的な方策が見当
　　らない状況にある。要望するための具体
　　的な案を本部も検討するが、会員の皆さ
　　んからもより良い方策を提供していただ
　　きたい。手技療法の効果について検証し
　　本部へ提供してほしい。
　小川学術局長
　　　昨年度の指導者講習会では初めて鍼治
　　療の講習会を開催した。西洋医学の中に
　　鍼治療を取り入れて行く意味合いで開催
　　した。今後も手技療法など鍼灸をテーマ
　　に講習会を取り組んで行く。
　北海道会（渡邊）
　　　運動療法機能訓練技能講習会のオンラ
　　インでの受講の開始はどこまで進んでい
　　るのか。
　小川学術局長
　　　リモートによる講習会の受講につい
　　て、本年 1月より厚生労働省へ 3度申請
　　文書を送っているが、返答が来ていない
　　状況にある。今年度の講習会の受講は対
　　面式で開催する。
　北海道会（渡邊）
　　　北海道地方会 5支部を再編することは
　　可能なのか。
　丹羽組織局長
　　　会員数の減少など地方会の実情によっ

　　ては、支部を再編することは出来る。
　関東甲信越会（等々力）
　　　学術誌「理療」の活字を大きくできな
　　いか。
　小路口理療出版部
　　　理療は 10 年程前より文字の拡大を検
　　討し、B5 サイズからA4サイズの理療に
　　変更し発行している。
　近畿会（上田）
　　　今年度の技能認定講習会の開催条件に
　　ついて、開催最低人数は何人か。
　関東甲信越会（梅田）
　　　開催最低人数は 20 名以上の受講者が
　　開催条件になる。
　近畿会（上田）
　　　対面式で開催した場合、コロナウイル
　　スの感染状況によっては中止も有り得る
　　のではないか。その時の対応はどのよう
　　になるのか。
　関東甲信越会（梅田）
　　　感染対策を万全に取り組む。神奈川県
　　など自治体にも開催届を出し準備をして
　　いる。
　　　感染状況によっては一時中止し、状況
　　を見ながら再開することを検討してい
　　る。
　近畿会（吉岡）
　　　昨年度は、講習会の開催を Zoomウェ
　　ビナーの活用でオンライン研修会を開催
　　した。オンライン研修ができない会員に
　　対しては、感染を考慮して広い会場を用
　　意し、オンラインと対面式のハイブリッ
　　ト方式で開催している。
　北海道会（渡邊）
　　　コロナ収束後においても Zoom ミー
　　ティングやオンラインでの研修会等は、
　　費用が掛かってでも今後も活用して行く
　　べきではないでしょうか。

　他、代議員から多くの質問や意見が出され
ましたが、広報紙面の都合により、審議の過
程を妨げない範囲で割愛させていただきまし
た。

以上
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令和４年度　臨時理事会　議事録（抄）

日　時　　令和４年５月 22 日（日）13：45 ～ 14：00
場　所　　日本教育会館　7階会議室
出席者　　理　事　平野 五十男・小川    嗣人
　　　　　　　　　青柳    利之・丹羽 つとむ
　　　　　　　　　小路口    憲・三浦    政則
　　　　　　　　　野山    隆司・坂原　 博昭
　　　　　監　事　中川　    保
　　　　　欠席者　寒河江 健一（理事）
　　　　　　　　　大内田 義巳（監事）

　中川 保（監事）が仮議長となり、定款第 22 条、第 32 条の定めに従い、代表理事（会長）、　
副会長２名、常任理事２名、相談役の選定を行う。

議　題
１．代表理事（会長）選任の件
　　理事による採決の結果、野山理事１票・平野理事６票、平野五十男理事を代表理事に選任
　　した。平野五十男理事は、その場で代表理事就任を受諾した。

２．副会長、常任理事選任の件
　　平野五十男代表理事が議長となり、定款に従い、小川嗣人理事、青柳利之理事を副会長に
　　選任。丹羽つとむ理事、小路口憲理事を常任理事に選任し、会長含め、この５名を業務執
　　行理事とする。

３．相談役選任の件
　　相談役については、当面空席とする。

以上
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令和４年度　第１回理事会　議事録（抄）

日　時　令和４年６月12日（日） 10:00～11:00
場　所　協会事務所・他
出席者　＜オンライン会議＞
理　事　平野五十男（会長）
　　　　小川　 嗣人（副会長・学術局長）
　　　　青柳　 利之（副会長・事務局長・保険局長）
　　　　小路口　 憲（常任理事・広報局長・理療編集出版部長）
　　　　丹羽 つとむ（常任理事・組織局長）
　　　　三浦　 政則（財務局長）
　　　　野山　 隆司（情報管理局長・保険局次長）
　　　　坂原　 博昭（組織局次長）
　　　　寒河江 健一（広報局次長・特殊出版部長）
監　事　大内田 義己
公益社団法人管理部長　杉浦　幹雄
クラウドシステム管理部長　佐藤　功
欠席者　中川　保（監事・委任状）

　開会に先立ち青柳副会長より、出席者数お
よび理事会成立の確認（定款 33 条定足数）
が報告され、併せて報告事項は青柳副会長が
司会進行を。議案は平野会長が議長を務める
こと。また録音は野山、書記は小路口が担当
することが告げられ、事業及び各部局の報告
と議案の審議が行われた。

１．報告事項
報告１）新役員による職務分掌と組織機構
　平　野　令和 4年度の新役員の職務担当に
　　　　　ついては、役割分担表及び組織機
　　　　　構図に示したとおりである。

（役割分担表 P15 参照）
（組織機構図 P17 参照）

報告２）諸会議及び役員渉外行動報告
　平　野　諸会議並びに役員渉外行動につい
　　　　　ては、報告書のとおりである。

（諸会議及び渉外行動報告書 P19 参照）

報告３）本部発信文書一覧
　平　野　本部発信文書については、報告書
　　　　　のとおりである。

 （発信文書報告書 P20 参照）

報告４）協会ホームページの更新履歴
　野　山　第 70 回日本理学療法学会のWeb
　　　　　配信は、７月からの配信に向け準
　　　　　備作業を進めている。

報告５）財務クラウド等のリニューアルに係
　　　　る（株）ゼロワークス社との業務委託
　　　　契約
　青　柳　財務クラウド等のリニューアルに
　　　　　ついての議案は、５月の代議員総
　　　　　会で承認を受けた。ゼロワークス
　　　　　社との業務委託契約を来週郵送に
　　　　　て締結をする予定である。
　野　山　業務委託契約書の文言について最
　　　　　終確認をしている。

報告６）支部・地方会への交付金支給のため
　　　　に解約した定期預金の積立て実施
　三　浦　４月７日に交付金支給のため解約
　　　　　した 1400 万円については、５月
　　　　　20 日定期預金に全額を戻してい
　　　　　る。

報告７）令和 4年度会費の JCBからの引落し
　　　　結果報告
　三　浦　５月 16 日 JCB より 570 名分の引   
　　　　　き落としを確認したが、退会者数
　　　　　名からの誤引き落しが分かり、そ
　　　　　の後適正に処理を行った。

報告８）第70回日本理学療法学会の中間報告
　小　川　第 70 回日本理学療法学会の収録
　　　　　は滞りなく終えた。7月 1 日から
　　　　　の動画配信に向けて編集中であ
　　　　　る。学会の参加申込者は 370 名に
　　　　　なっている。
　杉　浦　Web学会は予定どおり 7月 1日よ
　　　　　り協会ホームページから配信が始
　　　　　まる。
　　　　　一般の方への周知に、市民公開講
　　　　　座のポスターを作製した。支部、
　　　　　地方会、役員、後援団体等へ発送
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　　　　する。

報告９）令和 4年度　運動療法機能訓練技能
　　　　講習会の開催
　小　川　神奈川県支部において、伊勢原シ
　　　　　ティープラザを会場に対面式で９
　　　　　月に開講を予定している。　
　小路口　本部として厚生労働省へハイブ
　　　　　リッドでの開催許可の伺いを立て
　　　　　ているが、返答がないようであれ
　　　　　ば、こちらから伺ってみてはどう
　　　　　か。
　小　川　６月中に厚生労働省へ出向いて確
　　　　　認する予定である。

報告10）令和 4年度　理学療法指導者講習会
　　　　の開催（開催案内 P24 参照）
　小　川　神奈川県支部で 10 月 16日（日）
　　　　　平塚市「ひらつか市民活動セン
　　　　　ター」を会場に対面式で開講する。
　　　　　受講者は 40 名を予定している。

報告11）理療・広報の発行状況について
　小路口　理療広告の掲載依頼に関わる書面
　　　　　を整備し、33 社に広告依頼の関係
　　　　　書類を送付した。申し込みがあっ
　　　　　た１社の広告を理療 200 号から掲
　　　　　載している。
　　　　　今後の理療広告の掲載について
　　　　　は、依頼できる業者を紹介してい
　　　　　ただきたい。また、理療原稿につ
　　　　　いては、地方会学会の講演を予定
　　　　　しているので、講師へ学術誌「理
　　　　　療」への寄稿について、学会担当
　　　　　者より依頼して欲しい。
　　　　　次号の広報 244 号は、7月 20 日発
　　　　　行を予定している。

２．議　題
議題１）令和 4年度　事業計画の実施と問題
　　　　点の検討
　青　柳　事務局では、各書類、文書のデー
　　　　　タ化に努め、紙媒体から電子媒体
　　　　　に切り替えて行く。
　丹　羽　組織局では、会員管理のデータが

　　　　　適正にリンクされるように努め
　　　　　る。
　小路口　広報局では、会員への情報提供を
　　　　　的確に広報して行く。
　小　川　学術局では、全国学会、指導者講
　　　　　習会、技能講習会、地方学会の開
　　　　　催について支援して行く。
　三　浦　財務局では、協会財務の管理に努
　　　　　める。
　野　山　情報管理局は今年度より事務局か
　　　　　ら独立した。財務クラウドのリ
　　　　　ニューアルに関わる作業を遂行す
　　　　　る。また、協会ホームページに掲
　　　　　載している各種学術活動の更新に
　　　　　ついて、開催情報の収集と発信に
　　　　　努める。
　小路口　理療編集出版部では、東洋療法、
　　　　　手技療法に関わる内容を含め理療
　　　　　編集を検討している。
　青　柳　保険局では、診療報酬、介護報酬
　　　　　の諸課題について地方組織など役
　　　　　員間の情報交換や検討する場を設
　　　　　けたい。令和６年度の同時改訂に
　　　　　関わる情報の収集に努める。
　小路口　同様に、診療報酬、介護報酬の諸
　　　　　問題に限定しての理事会の開催を
　　　　　検討する必要があるのではない
　　　　　か。
　青　柳　理事会になるか、意見交換会にな
　　　　　るかは返答できないが、年度の前
　　　　　半には実施したい。

 （賛成多数で承認）

議題２）協会創立 75 周年・法人認可 60 周年
　　　　記念式典について
　平　野　来年度、協会創立 75 周年・法人
　　　　　認可 60 周年を迎える。記念行事
　　　　　に関して意見を求める。
　青　柳　茨城県支部では来年の学会の開催
　　　　　形態について決定されていない。
　　　　　Web 学会になった場合、学会と記
　　　　　念式典を切り離して開催すること
　　　　　はできるのか。
　平　野　記念式典と学会は同時開催であ
　　　　　る。Web 学会となった場合は、開
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　　　　　催が可能か検討する必要がある。
　小　川　記念式典は対外的にも必要な行事
　　　　　であるので、Web での開催はそぐ
　　　　　わない。
　　　　　対面式での開催が条件になる。
　平　野　茨城学会開催と同時開催で記念式
　　　　　典を実施することについて承認を
　　　　　求める。

（全会一致で承認）

議題３）日本理学療法学会の開催について
　平　野　来年以降の学会開催地は未定と
　　　　　なっている。今後の学会運営の方
　　　　　法について意見を求める。
　小　川　全国の各地方を輪番制で開催する
　　　　　方向で取り組んで行く。
　青　柳　全国の会員が学会で研鑽したこと
　　　　　を国民に還元して行くことが協会
　　　　　の目的であるので、そのことを考
　　　　　えると輪番制が基本になる。
　丹　羽　地方組織の活性のためにも輪番制
　　　　　で良いと考える。
　三　浦　全国学会の開催については、財政
　　　　　的に可能であれば輪番制で良い。
　野　山　全国の会員の資質向上を考えると
　　　　　輪番制が良い。但し、従来の企画
　　　　　のままで続けることに関しては会
　　　　　員数の減少もあり開催可能な規模

　　　　　に再検討が必要だ。
　寒河江　開催できる地方会で対面式で開催
　　　　　して欲しい。
　大内田　輪番制での開催は大事であるが、
　　　　　東北地方会では会員数の減少もあ
　　　　　り難しい状況である。
　小路口　輪番制での開催が基本になるが、
　　　　　地方組織の会員数の減少が学会担
　　　　　当に影響を及ぼしている。会員数
　　　　　が減少した支部、地方会でも担当
　　　　　できるような方策を本部、地方組
　　　　　織で意見を集約することが必要
　　　　　だ。
　平　野　今後の日本理学療法学会を輪番制
　　　　　で開催する方法を、地方会代表者
　　　　　会議並びに理事会等で検討するこ
　　　　　とを含め議題の承認を求める。

（全会一致で承認）

議題４）休会会員の承認
　平　野　愛知県支部、西山愛会員の休会届
　　　　　の承認を求める。

（全会一致で承認）

　理事会では、多くの質問や意見が出されま
したが、広報紙面の都合により、審議の過程
を妨げない範囲で割愛させていただきまし
た。

以　上
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正味財産増減計算書
令和３年４月１日から令和４年３月 31 日まで
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貸　借　対　照　表
令和４年３月 31 日現在
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監査報告書
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会　　長　　平 野 五十男
　厚労省・医師会関係全般・東洋療法研修試験財団（評議員・生涯研修検討委員）・あはき
　等法推進協議会・葵税理士法人・ニュー大崎管理組合理事・杉山検校遺徳顕彰会評議員

副 会 長　　青 柳　利 之　　事務局長・保険局長
　諸会議の企画及び開催準備・診療報酬、介護報酬に係る情報収集及び要望活動
　広報編集委員・協会ホームページの運用管理・エビデンス集計・東洋療法研修試験財団
　（生涯研修作業部会委員）

副 会 長　　小 川　嗣 人　　学術局長・技能認定登録制度委員長・理療編集次長
　日本理学療法学会・理学療法指導者講習会・運動療法機能訓練技能講習会実行委員長
　生涯研修教育部会（あはき 7団体）

常任理事　　小路口 　 憲　　広報局長・理療編集出版部長・学術局次長
　理療企画編集出版・広報の企画編集
　諸会議の書記・理療、広報のＣＤ、デイジー関連業務

常任理事　　丹 羽 つとむ　　組織局長
　会員管理・組織管理・役員名簿の作成・会員実態調査・組織拡充対策

理　　事　　三 浦　政 則　　財務局長
  財務処理関連業務・葵税理士法人との財務処理

理　　事　　野 山　隆 司　　情報管理局長・保険局次長
　ホームページの運用管理・財務クラウドの運用管理
　オンラインによる諸会議及び研修会の運用管理
　診療報酬改定に係る情報収集及び要望活動

理　　事　　寒河江 健 一　　広報局次長・特殊出版部長
　広報の企画編集・諸会議の書記・広報のＣＤ、デイジー関連業務

理　　事　　坂 原　博 昭 　　組織局次長
　会員の実態把握・組織拡充

監　　事　　中 川　　 保　　　大内田 義 己

名誉会員　　四 元　　 登　　　丸 山　福 治　　　龍 澤　良 忠
　　　　　　三 宅 健一郎　　　倉 石　健 二　　　栁 澤　貞 男

事 務 局　　杉 浦　幹 雄　　公益社団法人管理部長
　公益認定等関連対応

令和４年度  役員職務分掌及び情報収集等に係る役割分担表
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情報管理局　　佐 藤　　 功　　クラウドシステム管理部長
　財務クラウド等システムリニューアル関連業務

委 員 会
　広報編集委員会
　　　　　　　青 柳　利 之　　　平 野 五十男

　表彰選考委員会
　　委員長　　倉 石　健 二
　　委　員　　栁 澤　貞 男　　　平 野 五十男

　運動療法機能訓練技能講習会実行委員会
　　委員長　　小 川　嗣 人
　　委　員　　青 柳　利 之　　　小路口　  憲　　　丹 羽 つとむ　　　寒河江 健 一 

　技能認定登録制度委員会
　　委員長　　小 川　嗣 人
　　委　員　　青 柳　利 之　　　小路口　  憲　　　丹 羽 つとむ

  役員改選管理委員会・中央代議員選挙管理委員会
　　委員長　　坂 田　　 武
　　委　員　　松 田　　 覚　　　前 川　良 男
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令和 4年度　公益社団法人 全国病院理学療法協会 組織機構図

代議員総会

 理   事   会

生涯教育部会 ： 小川　嗣人

中川　　   保

東　 北 ： 菊池　武彦
北　 陸 ： 向井　由美子
四　 国 ： 石川　啓一

関東甲信越 ： 杉浦　幹雄
　　　 近　畿 ： 町井　修治
　　　 九　州 ： 石本　必勝

地　方　会　執　行　委　員　長

大内田　義己

役員改選管理委員会

委　員 ： 前川　　良男

中央代議員選挙管理委員会

委　　員　　会

東洋療法将来研究会

監　　事

青柳　　利之
平野　五十男

特殊出版部
部長 ： 寒河江  健一

公益社団法人管理部
部長 ： 杉浦　幹雄

クラウドシステム管理部
部長 ： 佐藤　　功

広報編集委員

次長 ： 小路口　憲

会　 長
平野   五十男

財 務 局
局長 ： 三浦　政則

組 織 局
  局長 ： 丹羽　つとむ
次長 ： 坂原　博昭

次長 ： 野山　隆司

小川　嗣人

平野　五十男 青柳　利之
あはき等法推進協議会

  次長 ： 寒河江　健一
局長 ： 小路口　 憲

次長 ： 小川　嗣人

委員長 ： 坂田　　　武
委　員 ： 松田　　　覚

技能認定登録制度委員会

矢野　　忠
江藤　文夫

委員長 ： 倉石　健二

冨澤　博一
保 険 局

局長 ： 青柳　利之副  会  長
小川　　嗣人
青柳　　利之

局長 ： 青柳　利之

倉石　健二

名  誉  会  員
局長 ： 野山　隆司
情報管理局

広 報 局

栁澤　貞男

四元　　 登
龍澤　良忠

丸山　福治
三宅健一郎

北海道 ： 工藤　英範
中　部 ： 加藤　尚浩
中　国 ： 川口　清宣

委員長 ： 小川  嗣人
技能講習会実行委員会
委員長 ： 小川  嗣人

部長 ： 小路口  憲局長 ： 小川　嗣人
部版出療理局 術 学

理療編集顧問

理療編集委員

表彰選考委員会

普及啓発部会 ： 平野　五十男

事 務 局

  鈴木　　忠
  伊黒　浩二

  玄番　央恵
  高橋　　勇

小川　嗣人
栁澤　貞男
尾形　貞男

  新山 二三夫
  倉石　健二

  小路口　憲  
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令和４年度　地方会執行委員長・支部長名簿

地 方 会 名 氏　　名 役　職　名 郵 便 番 号 住　　　　　　　　所
北海道 工　藤　英　範 地方会執行委員長 041-0811 北海道函館市富岡町 3-22-6　シャトーム美原南 606 号

東　北 菊　池　武　彦 地方会執行委員長 023-0808 岩手県奥州市水沢字日高小路 24 番地３
カーサシラウメC棟 202 号室

関東甲信越 杉　浦　幹　雄 地方会執行委員長 179-0081 東京都練馬区北町 3-17-11-401
北   陸 向　井　由美子 地方会執行委員長 920-0965 石川県金沢市笠舞 2-35-10

中   部 加　藤　尚　浩 地方会執行委員長 472-0015 愛知県知立市谷田町本林 2-14-3 
ライオンズマンション知立南 5番館 501

近   畿 町　井　修　治 地方会執行委員長 575-0032 大阪府四條畷市米崎町 9-1
中   国 川　口　清　宣 地方会執行委員長 731-0214 広島県広島市安佐北区可部町桐原 1058-2
四   国 石　川　啓　一 地方会執行委員長 791-8036 愛媛県松山市高岡町 508-8
九   州 石　本　必　勝 地方会執行委員長 851-0121 長崎県長崎市宿町 498-1-501

支 部 名 氏　　名 役　職　名 郵 便 番 号 住　　　　　　所（自宅）
道南 工　藤　英　範 支 部 長 041-0811 北海道函館市富岡町 3-22-6 シャトーム美原南 606 号
道北 中　西　敬　明 支 部 長 090-0052 北海道北見市北進町 3-10-38
道央南 渡　邉　紳　一 支 部 長 047-0038 北海道小樽市石山町 14 番 13 号

道東 大　石　康　雄 支 部 長 086-1124 北海道標津郡中標津町西四条北 9丁目 1-1
メゾンオウル 202

青　森 川　浪　重　治 支 部 長 037-0016 青森県五所川原市一ツ谷 523-17

岩手・秋田 菊　池　武　彦 支 部 長 023-0808 岩手県奥州市水沢字日高小路 24 番地 3
カーサシラウメC棟 202 号室

宮　城 菅　原　喜　弘 支 部 長 984-0056 宮城県仙台市若林区成田町 61-1　　佐松マンション 207 号
山　形 寒河江　健　一 支 部 長 992-0025 山形県米沢市通町 8-2-12-1
福　島 星　　　辰　雄 支 部 長 966-0016 福島県喜多方市関柴町平林字関田 316-7
茨　城 猿　橋　寛　弥 支 部 長 310-0832 茨城県水戸市吉田 3054-2
栃　木 引　橋　三佐夫 支 部 長 329-0204 栃木県小山市東黒田 218-11
埼　玉 山　下　勇　司 支 部 長 350-1112 埼玉県川越市上野田町 59-27
千　葉 井　上　　 　聡 支 部 長 260-0822 千葉県千葉市中央区蘇我町 1-5-17  グリーンコーポ蘇我 505
東　京 杉　浦　幹　雄 支 部 長 179-0081 東京都練馬区北町 3-17-11-401
神奈川 梅　田　弘　之 支 部 長 259-1145 神奈川県伊勢原市板戸 311
新　潟 藤　原　文　男 支 部 長 959-0321 新潟県西蒲原郡弥彦村大字上泉 1793-4
長　野 等々力　正　和 支 部 長 399-8201 長野県安曇野市豊科南穂高 5247-4
富　山 高　島　　　勉 支 部 長 939-1401 富山県礪波市東保 310
石　川 向　井　由美子 支 部 長 920-0965 石川県金沢市笠舞 2-35-10
福　井 渡　邉　文　夫 支 部 長 916-0107 福井県丹生郡越前町上糸生 30-4
静　岡 大河原　　　功 支 部 長 417-0001 静岡県富士市今泉 3290-8
岐　阜 栗　山　　　英 支 部 長 501-0225 岐阜県瑞穂市祖父江 12-1
愛　知 近　藤　隆　信 支 部 長 463-0002 愛知県名古屋市守山区大字中志段味可良素 1760-32
三　重 内　田　弘　已 支 部 長 510-1222 三重県三重郡菰野町大強原 3653
京都・滋賀 奥　村　栄　浩 支 部 長 615-0901 京都市右京区梅津南広町 47-1-909
大　阪 田　中　保　行 支 部 長 581-0084 大阪府八尾市植松町 5-16-20
兵　庫 吉　岡　豊　英 支 部 長 663-8025 兵庫県西宮市荒木町 2-11
奈　良 岡　田　光　裕 支 部 長 636-0082 奈良県北葛城郡河合町藥井 187
和歌山 速　水　茂　久 支 部 長 649-6222 和歌山県岩出市岡田 257-7
鳥　取 福　山　　　洋 支 部 長 680-0945 鳥取県鳥取市湖山町南 3-163-5
島　根 高　木　耐　正 支 部 長 695-0011 島根県江津市江津町 545-4
広　島 川　口　清　宣 支 部 長 731-0214 広島県広島市安佐北区可部町桐原 1058 － 2
山　口 杉　村　典　也 支 部 長 745-0801 山口県周南市久米 3106-8
徳　島 島　田　夏　彦 支 部 長 770-8074 徳島県徳島市八万町下福万 128-15
香　川 平　田　弘　一 支 部 長 761-2402 香川県丸亀市綾歌町岡田下 581-5

愛　媛 藤　堂　芳　文 支 部 長 791-8067 愛媛県松山市古三津 3丁目 21-22
プレミノール古三津B棟 202

福　岡 植　松　佳　春 支 部 長 805-0041 福岡県北九州市八幡東区祝町 1-18-20
長崎・佐賀 石　本　必　勝 支 部 長 851-0121 長崎県長崎市宿町 498-1-501
大　分 麻　生　昌　寿 支 部 長 870-1107 大分県大分市敷戸駅北町 6-10
鹿児島 竹ノ内　幸　弘 支 部 長 891-0141 鹿児島県鹿児島市谷山中央 5-29-12
沖　縄 田　場　　　上 支 部 長 901-2203 沖縄県宜野湾市野嵩 2-10-7-2
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諸会議及び役員渉外行動報告
月 日 用　務　地 用　務　内　容
 4/6 品川法務局 履歴事項全部証明書（平野）
 　9 協会事務所 学会参加者への書類発送（小川・杉浦・青柳）
   9 協会事務所 プリンターセッティング作業（佐藤）
　12 ツナビル ニュー大崎管理組合理事会（平野）
　15   協会事務所 葵税理士法人財務処理（平野・杉浦）
　15 オンライン会議 第70回学会　第9回準備委員会（小川・杉浦・青柳・野山・小路口・平野）
　16 協会事務所 葵税理士法人財務処理（平野）
　18 協会事務所 財務クラウド関連会議（平野・小川・青柳・杉浦・ゼロワークス社2名・ウェ

ンドレス社1名）
  20 協会事務所 葵税理士法人財務処理（平野・三浦・杉浦）
　21 協会事務所 葵税理士法人財務処理（平野）
　21 オンライン会議 第70回学会　第10回準備委員会（小川・杉浦・青柳・野山・小路口・平野）
　25 オンライン会議 新型コロナのマッサージ等における視覚障害者の影響調査

第2回　委員会（青柳）
　26 協会事務所 葵税理士法人財務処理（平野・杉浦）
  28 日本教育会館 第70回　日本理学療法学会　会場視察（杉浦・佐藤）
　28 オンライン会議 東洋療法研修試験財団　生涯研修作業実施部会（青柳）
　29  協会事務所 令和3年度　監査会（中川・平野・小川・青柳・三浦・杉浦・大内田Zoom）
　30 協会事務所 日視連アンケート対応協議（平野・小川・青柳）
　30 オンライン会議 第70回学会　第11回準備委員会（小川・杉浦・青柳・野山・小路口・平野）
5/6 品川税務署 納税証明書（平野）
6 オンライン会議 臨時理事会（理事会構成員）
  9 ヨドバシカメラ秋葉原 学会記念品購入（平野）
　10 品川都税事務所 納税証明書（平野）
　11 厚労省医事課 令和4年　春の藍綬褒章　拝受（平野・小川）
  14 池袋　東武百貨店 学会記念品購入（杉浦・平野）
  14 オンライン会議 第70回学会　第12回準備委員会（小川・杉浦・青柳・野山・小路口・平野）
　15 協会事務所 令和4年度　運動療法機能訓練技能講習会のリモート開催に係る協議

（小川・梅田・小堺・町井・平野・青柳・杉浦）
　18 協会事務所 第63回　定時代議員総会に係る旅費等精算（三浦・平野・杉浦）
　20 オンライン会議 あはき等法推進協議会（平野・青柳）
　21 協会事務所 第63回　定時代議員総会に係る対応協議（平野・小川・青柳・丹羽・杉浦）
　22 日本教育会館 第63回　定時代議員総会（総会構成員）
　25 オンライン会議 第70回学会　第13回準備委員会（小川・杉浦・青柳・野山・小路口・平野）
　27 オンライン会議 新型コロナのマッサージ等における視覚障害者の影響調査　第3回　委

員会（平野）
28・29 日本教育会館 第70回　日本理学療法学会　収録（準備委員一同・佐藤・小田木・譲矢）
　30 桜井司法書士事務所 役員改選に係る法人登記の委任（平野）
　31 南部労政会館 大崎西口駅前市街地再開発準備組合　説明会（平野）
6/2 オンライン会議 財務クラウド等のリニューアルに係るゼロワークス社との業務委託契

約協議（平野・小川・青柳・小路口・丹羽・野山・佐藤・杉浦）
   4 協会事務所 財務クラウド等のリニューアルに係るゼロワークス社との業務委託契

約（平野・青柳・杉浦・ゼロワークス社2名・ウェンドレス社1名）
 　9 協会事務所 葵税理士法人財務処理（平野・杉浦）
 　9 オンライン会議 第70回学会　第14回準備委員会（小川・杉浦・青柳・野山・小路口・平野）
  11 協会事務所 令和4年度　第1回理事会対応協議（平野・小川・青柳・杉浦）
　12 オンライン会議 令和4年度　第1回理事会（理事会構成員）
  12 杉山記念館 令和4年度　杉山検校遺徳顕彰会　評議員会（平野）
　14 ツナビル ニュー大崎管理組合理事会（平野）
　15 協会事務所 葵税理士法人財務処理（平野・三浦・杉浦）
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本部発信文書一覧

月日 文書番号 宛　　先 文　書　名
4/5 1 監査会　関係役員　各位 令和３年度　監査のお願い
5 2 地方会執行委員長・支部長　各位 令和４年度　交付金等について
5 3 支部長　各位 技能認定登録制度に係る登録の更新について

5 4 支部長　各位 令和３年度　技能認定登録制度に係る単位取得
講習会等の開催報告書の提出について

5 5 地方会執行委員長・支部長　各位 令和４年度　地方会担当者届・支部担当者届の
提出のお願い

5 6 該当者 会費長期未納者に対する会員資格喪失（除籍）の
実施について

22 事務連絡 東京医療専門学校 理療196号の送付について
25 7 理事会構成員　各位 臨時理事会開催のお知らせ

26 8 デイジー横浜 広報・連盟報のデイジー版複製版　製作に係る
業務委託契約書の送付について（令和４年度）

26 9 監事　各位 令和３年度　計算書類の送付について

29 10 理事会構成員　各位 令和３年度　決算書類及び監査報告の送付につ
いて（臨時理事会討議資料）

30 11 厚生労働事務次官　 令和４年度　運動療法機能訓練技能講習会終了
報告書について

5/1 12 地方会執行委員長　各位 令和４年度　地方会代表者会議　開催通知

1 13 厚労省医事課 運動療法機能訓練技能講習会に関する実施要項
のリモート受講追加措置のお願い

7 14 関係団体（14団体） 第70回　日本理学療法学会へのご祝辞拝受につ
いてのお願い

7 15 日本医師会 第70回　日本理学療法学会へのご祝辞拝受のお
願い

7 16 支部長　各位 令和３年度　決算書及び監査報告書の送付につ
いて

7  17 地方会執行委員長　各位 　　　　　　　　　　〃

7 18 理事会構成員　各位 第63回　定時代議員総会の出席旅費申請精算に
ついて

7 19 役員改選管理委員　各位 　　　　　　　　　　〃

10 20 支部長　各位 新型コロナが視覚障害者のマッサージ師に及ぼ
す影響の実態調査について

26 21 理事会構成員　各位 令和４年度　第１回理事会の開催のお知らせ
6/6 22 理事会構成員　各位 令和４年度　第１回理事会討議資料の送付

13 23 地方会執行委員長・支部長　各位 第45回　理学療法指導者講習会の受講者推薦に
ついて
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第 71 回　日本理学療法学会　開催案内（対面式を仮定）

学会テーマ ｢ 慢性疼痛への理解とアプローチ」
  ～私たちの技術が果たす役割を考える～
会　　　期 令和 5年 5月 26 日（金）・27 日（土）・28 日（日）
会　　　場 茨城県県南生涯学習センター
  〒300－0036　茨城県土浦市大和町９番１号ウララビル５階
  TEL 029－826－1101 ※土浦駅から直結
参　加　費 会　員　　8,000 円（事前申込）/10,000 円（当日参加）
  会員外 　15,000 円　学生 4,000 円（対面式を想定して）
  市民公開講座　　（無料）　
内　　　容 特別講演（Ⅰ）　27 日（土）
  テーマ ｢慢性疼痛の理解とリハビリテーション－医師の立場から－ ｣
  講　師　　矢

や

 吹
ぶき

　省
しょう

 司
じ

　先生
  　　　　　公立大学法人 福島県立医科大学保健科学部理学療法科 学部長
  　　　　　疼痛医学講座・医学部整形外科学講座 教授
  特別講演（Ⅱ）　27 日（土）
  テーマ ｢慢性疼痛の理解とリハビリテーション－理学療法士の立場から－｣
  講　師　　二

に

 瓶
へい

　健
けん

 二
じ

　先生
  　　　　　公益財団法人　星総合病院　法人医療技術部 部長　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リハビリテーション科 科長
  市民公開講座　28 日（日）
  テーマ「これからの医療と介護予防について　
　　　　　　　　　　　　　　－ 2025 年問題・2040 年問題を考える－」
  講　師　　鈴

すず

 木
き

　邦
くに

 彦
ひこ

　先生
  　　　　　一般社団法人 茨城県医師会 会長
  　　　　　医療法人 博仁会 ･社会福祉法人 博友会 理事長
  　　　　　学校法人 志村学園 理事長
会 員 発 表 20 題～ 30 題（予定）
主　　　催 公益社団法人　全国病院理学療法協会
担　　　当 関東甲信越地方会　茨城県支部
学　会　長 猿

さる

 橋
はし

　寛
ひろ

 弥
み

  特別養護老人ホーム　フォレストヴィラ水戸　リハビリテーション課
  〒 311-4161　水戸市全隅町 1256-7　　　 TEL029-253-6551
準備委員長 神

かん

 林
ばやし

　幸
ゆき

 生
お

　居宅介護事業所　𠮷成医院
  〒 319-3526　久慈郡大子町大子 813 － 1　 TEL0295-72-0555
事　務　局 加

か

 藤
とう

　崇
たかし

　大久保病院　リハビリテーション室
  〒 310-0905　水戸市石川町 4-4040-32　　TEL029-254-4555

Web 学会の際は、改めて、広報 245 号及び協会ホームページでお知らせします。
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令和４年７月吉日
会　員　各　位

公益社団法人　全国病院理学療法協会
会　　　長　 平　野　五十男

第 7 1 回 　 日 本 理 学 療 法 学 会
学　会　長　 猿　橋　寛　弥
準備委員長　 神　林　幸　生

（公 印 省 略）

第 71 回　日本理学療法学会における
演題の募集のお願い

　猛暑の候、会員各位におかれましては益々ご健勝にてご活躍のこととお慶び申し上げ
ます。
　第 71 回日本理学療法学会を、関東甲信越地方会茨城県支部が担当し、土浦市において開
催する運びとなりました。
　つきましては、諸先生方に貴重な臨床研究の成果を発表していただき、この機会に会員
相互の知識・技術の向上を図り、実りある学会にしたいと考えております。
　本学会を成功させるためにも一人でも多くの先生方からの演題発表をしていただきたい
と思います。
　なお、演題募集並びに申し込みにつきましては、下記演題募集要項に従って、お願い申
し上げます。

【一般演題募集要項】  ※発表者も参加登録が必要となります。
１．発　表　演　題  自由演題
２．発　表　時　間  ７分以内
３．パワーポイント  Office2019 まで仕様可能です。
    下記メールアドレスに添付してください。
４．抄　録　原　稿  横書き原稿用紙 800 字以内
５．申　込　締　切  令和４年 11 月 20 日（演題）
    令和４年 12 月 20 日（抄録原稿）
６．送　　付　　先  加　藤　　崇
    医療法人社団 協栄会 大久保病院 リハビリテーション室
    〒 310-0905　茨城県水戸市石川 4-4040-32
    T E L：029-254-4555　　FAX：029-252-0809
    連絡先：090-2483-4927
    E-mail：ggbdp584 ＠ yahoo.co.jp
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第 71 回　日本理学療法学会
演　題　申　込　書
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令和４年度　地方学会　開催案内

第37回　近畿理学療法学会
 テ ー マ 2025 年問題に向けて今何をすべきか
    ̶自立した生活を送るために̶
 日　　時 令和 5年 2月 26 日（日） 9 時～ 16 時
 会　　場 エルおおさか　南ホール（大阪市）　ハイブリッド方式検討中
 特別講演 テーマ　「健康寿命延伸を目指したフレイル・ロコモなど
   　　　　老年症候群予防のための方策」
   講　師　大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻

     専攻長・教授　神
かみ

 出
で

　 計
けい

 先生
   （市民公開講座　調整中）
 会員発表 10 題（予定）
 参 加 費 3,000 円（会員）
 主　　催 公益社団法人 全国病院理学療法協会 
 担　　当 近畿地方会　大阪支部
 学 会 長 町 井　修 治　　　準備委員長　　田 中　保 行
 事 務 局 664-0852 兵庫県伊丹市南本町 4-2-10
   医療法人（社団）いずみ会 太田外科診療所 物療室　吉 岡　豊 英
   TEL 072-772-1398　　e-mail kinki.37gakkai@outlook.jp

令和４年度　第45回　理学療法指導者講習会のご案内

 日　　時 令和 4年 10 月 16 日（日） 9：00 ～ 16：00
 会　　場 ひらつか市民活動センター
   〒 254-0045　神奈川県平塚市見附町 1-8
   TEL 0463-31-7571
 テ ー マ 「大腿骨近位端骨折の予防に向けて」　
    ～ダイナミックフラミンゴ運動～
 講　　師 西蒲田整形外科院長　昭和大学整形外科

　　　　　　　　　　　　　　　客員教授　阪
さか

 本
もと

　桂
けい

 造
ぞう

 先生
 定　　員 40 名 （対面式）
 単 位 数 ５単位
 宿　　泊 10 月 15 日（土）宿泊分について当協会でホテルを手配します
 申込期限 令和 4年 8月 31 日
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  栄　誉　報　告

小　川　嗣　人　先生
　　藍綬褒章受章の栄誉に輝く　　

　令和４年春の叙勲・褒章におきまして、かねてより厚生労働省医政局を通じて申
請中でありました本協会の副会長、小川嗣人先生には、栄えある藍綬褒章の栄誉に
浴されました。
　ご承知のとおり藍綬褒章は、教育・衛生・福祉等の分野における優れた活動を通
して、公共の利益に顕著に貢献した者に贈られる国の栄典のひとつであり、６種類
ある褒章の中でも最も審査基準の厳しいものであります。
　受章伝達式と皇居での天皇陛下への拝謁は、残念ながら新型コロナウイルス拡大
防止の観点から今回も中止となりました。
　先生は、昭和 52 年に本協会に入会して、愛知県支部代議員及び愛知県副支部長、
中部会理事を歴任後、平成 18 年からは本部常任理事、平成 30 年からは副会長とし
て財務局長・学術局長を兼任され、協会の発展と事業推進に多大に貢献されました。
　特に平成 22 年から本協会の公益社団法人移行に伴う、財務管理と関係諸表の作成
は担当理事として、税理士の協力を得て完成させ、平成 24 年の公益社団法人認可へ
多大な貢献をいたしました。
　さらに、平成 26 年から学術局長として、日本理学療法学会の開催、技能認定登録
制度に係る各種講習会等の推進に中心的役割をはたされました。また近年の新型コ
ロナウイルス対策として「講習会及び学術活動における、新型コロナウイルス感染
防止策ガイドライン」を作成し、講習会をオンライン開催に変更するなど本協会の
基幹事業の推進に取り組み、理学療法従事者の学術・技術の向上に寄与しております。
　先生の功績を語るには枚挙にいといませんが、まずは会員諸兄とともに心から祝
福し、今後ますますのご健康とご活躍をご祈念申し上げ、栄誉報告といたします。
　
　　　　　　　　　令和４年７月吉日

公益社団法人 全国病院理学療法協会　表彰選考委員会
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代議員総会
理事会・監査会等 広報・理療発行 学会・記念式典等

令和４年
４月

令和3年度　監査
29日（祝）

５月 第63回　定時代議
員総会22日（日） 理療200号 第70回　日本理学療法学会（Web学会） 

28日（土）・29日（日） 日本教育会館（動画収録）

６月 第1回　理事会
12日（日）

７月 広報244号 第70回　日本理学療法学会（Web学会）
７月１日～７月31日（配信期間）

８月 理療201号

９月 理療200号別冊
総索引号

第60回　東北理学療法学会
10日（土）・11日（日） 米沢市伝国の杜置賜文化ホール
令和4年度　運動療法機能訓練技能講習会　開講式
　神奈川県支部 17日（土） 伊勢原シティープラザ　

10 月

第45回　理学療法指導者講習会
テーマ：大腿骨近位端骨折の予防に向けて
神奈川県支部 16日（日） ひらつか市民活動センター
第5回　関東甲信越理学療法学会
テーマ：整形外科疾患に対するリハビリテーション 

23日（日） 東京都　日本教育会館　

11 月 第2回　理事会
6日（日） 理療202号

12 月 広報245号
令和５年

１月

２月 理療203号

令和4年度　運動療法機能訓練技能講習会　修講式　
神奈川県支部　２月12日（日） 伊勢原シティープラザ
第29回　運動療法機能訓練技能講習会　認定試験

２月19日（日） 伊勢原シティープラザ
第37回　近畿理学療法学会
テーマ：2025年問題に向けて　今何をすべきか　
２月26日（日） 大阪市　エルおおさか　南ホール　

３月 第3回　理事会
5日（日） 広報246号

※　令和４年度 運動療法機能訓練技能講習会は、神奈川県伊勢原市で開催予定
※　葵税理士法人との財務処理を適宜開催する予定
※　あはき等法推進協議会・東洋療法研修試験財団関連の会議は不定期に開催

令和４年度　協会主要会議及び地方学会等の年度計画表
 新型コロナウイルス感染拡大状況により、今後も変更の可能性が有ります。
 最新情報は協会ホームページでご確認ください。（令和 4年 6月 26 日現在）
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令和4年度　認定訪問マッサージ師・認定機能訓練指導員講習会 開催案内
～利用者に望まれる訪問マッサージ師・機能訓練指導員を目指そう～

　第 11 回を数える本講習会は、日本の国家免許を有するあん摩マッサージ指圧師・はり師・
きゅう師・柔道整復師・看護師等が医療・介護に特化した最新の知識と専門的な技術の修
得を目的に、実技を含む 30 単位（４日間）の充実したカリキュラムで開催されます。
　講習会受講の詳細については、「協会ホームページ」へ掲載しておりますのでご確認くだ
さい。

１． 開 　催　日 基礎講義 ： 令和４年 11 月 26 日（土）・27 日（日）対面受講者 50 名
 実技講義 ： 令和５年 2月 4日（土）・ 5 日（日）対面受講者 50 名

２． 会　　　　場 東京医療福祉専門学校（基礎講義・実技講義）

３． 受 講 形 態 ①対面式（50 名）　②ライヴ配信　③オンデマンド配信

４． 募 集 期 間 令和 4年 7月 4日午前 9時～ 8月 28 日午後 5時まで

５． 講習会事務局 〒 360－0012　埼玉県熊谷市上之 1777－4
 （公社）埼玉県鍼灸マッサージ師会内
 TEL　048-525-3222（月曜日～金曜日 9時～ 12 時・13 時～ 16 時）
 講習会ホームページアドレス　https://manintei.amebaownd.com/ 

６． 構 成 団 体 （一社）日本東洋医学物理療法学会　 （公社）全日本鍼灸マッサージ師会
 （公社）全国病院理学療法協会 　（社福）日本視覚障害者団体連合
 （公社）日本あん摩マッサージ指圧師会　（公社）東洋療法学校協会
 日本理療科教員連盟


